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産業建設 教育民生
所管事務調査

　　 気温の上昇による農業への

　　 被害及び対策状況について

　　 海水温の上昇による水産業へ

　　 の被害及び対策状況について

　　 イシカゲガイ養殖作業に係る

　　 省力化機械について

所管事務調査

　　 子ども基本条例素案作成

　　 請願審査
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所
管
事
務
調
査

　
産
業
建
設
常
任
委
員
会
は
９
月
24
日
、「
気
温

の
上
昇
に
よ
る
農
業
へ
の
被
害
及
び
対
策
状
況

に
つ
い
て
」、「
海
水
温
の
上
昇
に
よ
る
水
産
業

へ
の
被
害
及
び
対
策
状
況
に
つ
い
て
」
の	

２
件

を
市
役
所
内
で
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

熊
谷
重
昭
地
域
振
興
部
長
、
石
川
浩
水
産
課

長
、
大
和
田
智
広
農
林
課
長
補
佐
か
ら
、
そ
れ

ぞ
れ
説
明
を
受
け
、
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

　
農
作
物
の
被
害
状
況
は
、
本
年
度
の
高
温
下
で

も
水
稲
は
土
づ
く
り
や
水
管
理
、
大
豆
は
高
温

強
耐
性
の
品
種
に
切
り
替
え
る
等
の
対
策
に
よ

り
影
響
は
見
ら
れ
ず
、
ピ
ー
マ
ン・ミ
ニ
ト
マ
ト・

き
ゅ
う
り
・
り
ん
ご
等
の
主
な
品
種
も
生
育
状

況
に
影
響
は
見
ら
れ
な
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
海
水
温
は
、
広
田
湾
内
の
環
境
調
査
に
よ
り
、

平
年
差
で
４
度
を
超
え
る
月
が
あ
る
な
ど
、
水

温
が
高
い
状
況
で
す
。
被
害
状
況
は
、
令
和
５

  

所
管
事
務
調
査

		

教
育
民
生
常
任
委
員
会
は
９
月
６
日
、
子
ど
も

基
本
条
例
の
素
案
作
成
の
協
議
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
条
例
素
案

は
、「
す
べ
て
の

こ
ど
も
を
市
全
体

で
応
援
す
る
ま

ち
」
を
作
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
検

討
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
、
保

育
所
（
園
）
の
子

ど
も
や
学
校
の
児

童
・
生
徒
の
子
育

て
環
境
に
関
す
る

特
徴
や
課
題
を
、

学
校
教
育
課
と
子

ど
も
未
来
課
か
ら

年
度
に
比
べ
、
イ
シ
カ
ゲ
ガ
イ
５
割
以
下
、
ホ

タ
テ
ガ
イ
５
割
、
ワ
カ
メ
７
割
と
軒
並
み
減
産
。

漁
業
経
営
悪
化
の
対
策
に
は
、
減
産
金
額
を
補

う
た
め
の
共
済
加
入
を
進
め
収
入
の
安
定
を
図

る
た
め
、
掛
け
金
の
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

貝
毒
に
よ
る
出
荷
規
制
は
、
本
年
度
は
な
い
と

の
こ
と
で
し
た
。

　

今
後
も
、
気
温
や
海
水
温
の
上
昇
に
よ
る
本

市
産
業
へ
の
影
響
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
調
査

す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
本
委
員
会
は
10
月
２
日
、「
イ
シ
カ
ゲ

ガ
イ
養
殖
作
業
に
係
る
省
力
化
機
械
に
つ
い
て
」

と
題
し
、
気
仙
町
要
谷
漁
港
で
調
査
を
行
い
ま

し
た
。

　

広
田
町
の
村
上
祐
哉
さ
ん
（
ア
ー
ト
ス
タ
ジ

オ
）が
開
発
し
た「
ｒ
ｏ
ｔ
ｏ
ｒ	

Ｍ
ｋ
‒
２
」は
、

イ
シ
カ
ゲ
ガ
イ
養
殖
に
使
う
容
器
の
保
護
シ
ー

ト
を
簡
単
に
洗
浄
で
き
る
機
械
で
す
。
通
常
は

聞
き
取
る
な
ど
、
調
査
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
そ
の
調
査
内
容
等
を
参
考
と
し
て
、

本
市
の
子
育
て
政
策
に
お
い
て
重
視
す
べ
き
理

念
を
委
員
間
で
協
議
し
、
条
例
案
の
骨
子
と
な

る
基
本
的
な
趣
旨
・
目
的
・
基
本
原
則
を
明
確

に
す
る
前
文
案
の
検
討
を
行
い
ま
し
た
。
今
後

は
具
体
的
な
条
文
を
検
討
し
て
い
く
予
定
で
す
。

請
願
審
査

　

教
育
民
生
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
「
現

行
の
健
康
保
険
証
を
残
す
こ
と
を
求
め
る
た
め

の
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て
」
を
９
月
24
日
審

査
し
ま
し
た
。

　
請
願
の
趣
旨
は
、
現
行
の
保
険
証
を
廃
止
し
、

マ
イ
ナ
保
険
証
に
切
り
替
え
て
い
く
政
府
方
針

に
対
し
、
受
診
時
の
ト
ラ
ブ
ル
や
利
用
者
の
不

安
等
の
理
由
か
ら
、
現
行
の
保
険
証
の
維
持
を

求
め
る
も
の
で
す
。

２
～
３
人
の
手
洗
い
で
１
日
１
０
０
枚
の
作
業

量
が
、
機
械
な
ら
ひ
と
り
30
分
で
１
０
０
枚
を

こ
な
せ
ま
す
。

　

今
回
の
調
査
を
通
じ
て
、
今
後
は
漁
業
の
省

力
機
械
普
及
に
向
け
た
政
策
提
言
を
行
う
こ
と

と
し
ま
し
た
。

　

審
査
で
は
ま
ず
、
請
願
者
か
ら
の
趣
旨
説
明

と
紹
介
議
員
か
ら
の
補
足
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

そ
の
後
、
市
担
当
課
か
ら
も
状
況
説
明
を
受
け
、

質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

	　
委
員
か
ら
は
、
高
齢
者
の
不
安
の
声
が
挙
げ

ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
国
の
方
針
が
定
ま
る

ま
で
は
現
行
保
険
証
を
維
持
す
る
べ
き
と
の
意

見
。
一
方
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
作
成
し

な
い
人
に
対
し
て
、
市
は
令
和
７
年
７
月
に
職

権
で
資
格
確
認
書
を
交
付
・
郵
送
予
定
で
あ
り
、

従
来
の
保
険
証
と
変
わ
ら
ず
利
用
で
き
る
た
め
、

保
険
証
の
維
持
は
必
要
な
い
と
の
意
見
が
出
さ

れ
ま
し
た
。

　

結
果
は
、
起
立
採
決
に
よ
り
、
本
委
員
会
は

請
願
を
不
採
択
と
す
る
こ
と
に
決
し
ま
し
た
。

省力化機械を開発した村上祐哉氏

委員会発議に向けた条例素案を検討

イシカゲガイ養殖の省力化機械

請願者から趣旨説明を受ける
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副委員長＿伊 勢 　 純

菅 野 秀 一 郎

小 林 　 卓

及 川 修 一

14りくぜんたかた市議会だより　No.13015 りくぜんたかた市議会だより　No.130


